
第２回定例会

　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
２
日
に
は
、
議
案
説
明
と
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
役
職

の
改
選
及
び
常
任
委
員
会
な
ど
の
担
当
が
決
ま
り
、
６
月
３
日
よ
り
３
日
間
は
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
は
条
例
の
改
正
に

関
す
る
も
の
２
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
に
関
す
る
も
の
２
件
、

町
道
路
線
の
廃
止
に
関
す
る
も
の
１
件
、
人
事
に
関
す
る
も
の
２
件
の
７
議
案
で
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
、

採
択
と
な
り
、議
員
発
議
の
意
見
書
も
可
決
さ
れ
、意
見
書
を
国
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
に
お
け
る

法
的
位
置
づ
け
が
、
指
定
感

染
症
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
感
染
症
に
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

問　

世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
視
察
で
は
発
生
場
所

の
特
定
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答　

視
察
の
詳
細
に
つ
い
て

把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

大
字
熊
井
地
内
の
町
道
第

４
８
５
号
線
の
約
12
ｍ
を
公

有
財
産
の
払
下
げ
申
請
に
よ

り
廃
止
。

　

国
等
の
補
助
金
を
活
用
し
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
利
用
環
境

整
備
及
び
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
関
連
事
業
（
コ
ロ
ナ
対

策
に
伴
う
低
所
得
世
帯
へ
の

給
付
金
等
）
実
施
の
た
め
、

歳
入
歳
出
１
３
２
万
７
千
円

を
追
加
し
、
同
総
額
54
億
８

９
８
５
万
４
千
円
と
し
た
補

正
予
算
。

《
反
対
討
論
》

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

　

保
健
医
療
機
関
な
ど
で
療

養
の
給
付
等
を
受
け
る
場
合

の
、
被
保
険
者
資
格
の
確
認

に
つ
い
て
、
個
人
番
号
カ
ー

　

職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
、

給
料
、
手
当
、
法
定
福
利
費

４
３
５
万
円
を
増
額
す
る
補

正
予
算
。

国
民
健
康
保
険
条

例
一
部
改
正

町
道
路
線
の
廃
止

令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
条
例

一
部
改
正

令
和
３
年
度
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

ド
に
よ
る
電
子
資
格
確
認
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改

正
。

問　

電
子
資
格
確
認
等
と
は

何
か
。
ま
た
、
保
険
証
は
使

え
る
か
。

答　

現
在
の
保
険
証
や
個
人

番
号
カ
ー
ド
等
が
使
え
る
。

ン
ピ
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
世
界
の
世
論
の
83
％
が

実
施
に
反
対
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
こ
れ

ら
に
掛
か
る
費
用
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
回
す
べ
き
で

は
な
い
か
。�

（
根
岸
）

問

問

答

答
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脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

政
策
へ
の
転
換
を
早
急
に
進

め
、
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
２
０
３
０
年
度
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
目

標
を
60
％
以
上
、
２
０
５
０

年
度
に
１
０
０
％
と
す
る
。

そ
し
て
、
リ
ス
ク
を
抱
え
る

原
子
力
発
電
は
廃
止
し
、
石

炭
火
力
発
電
は
段
階
的
に
２

０
５
０
年
ま
で
に
廃
止
す
る

こ
と
を
国
に
求
め
る
。

請
願
者　

生
活
ク
ラ
ブ
生
協

鳩
山
支
部
運
営
委
員
長
ほ
か

58
人

　

県
警
は
５
月
11
日
、
鳩
山

町
が
発
注
し
た
２
件
の
一
般

競
争
入
札
に
お
い
て
、
官
製

談
合
防
止
法
違
反
の
疑
い
が

あ
る
と
し
て
、
元
職
員
を
逮

捕
し
た
。
ま
た
、
公
契
約
関

係
競
売
入
札
妨
害
の
疑
い
で
、

工
事
を
落
札
し
た
建
設
会
社

㈱
田
中
工
業
の
元
社
長
も
逮

捕
と
な
っ
た
。

　

逮
捕
容
疑
は
、
農
産
物
直

売
所
整
備
な
ど
２
件
の
一
般

競
争
入
札
で
、
有
利
に
落
札

で
き
る
よ
う
に
工
事
価
格
を

元
社
長
に
漏
ら
し
、
こ
れ
を

利
用
し
て
落
札
し
た
と
す
る

容
疑
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ス
や

新
聞
等
で
広
く
報
道
さ
れ
た
。

捜
査
の
結
果
、
６
月
２
日
に

起
訴
と
な
っ
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
入
札
は
、

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
整
備

工
事
約
１
億
２
千
万
円
、
泉

井
交
流
体
験
エ
リ
ア
整
備
工

事
約
６
億
２
千
万
円
で
落
札

し
た
。

　

定
例
会
の
冒
頭
で
、
町
長

　

鳩
山
町
で
は
太
陽
光
発
電

に
よ
り
、
山
林
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
条
例
を
制
定
し
、

開
発
を
規
制
で
き
る
よ
う
対

応
を
求
め
て
き
た
。
一
方
で

今
回
の
請
願
は
、
今
ま
で
議

会
が
と
っ
て
き
た
言
動
と
、

二
律
背
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭

素
社
会
を
実
現
し
、
安
全
な

未
来
を
手
に
入
れ
る
べ
く
、

今
、
検
討
さ
れ
て
い
る
第
６

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
、

請
願
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

る
こ
と
を
願
う
。

　

５
人
の
議
員
か
ら
当
事
件

に
つ
い
て
、
厳
し
い
追
及
が

あ
っ
た
。

問　

以
前
よ
り
、
落
札
価
格

が
最
低
制
限
価
格
に
極
め
て

近
い
金
額
で
同
じ
業
者
に
落

札
さ
れ
る
こ
と
が
続
き
、
不

自
然
だ
と
指
摘
し
、
多
く
の

議
員
が
疑
惑
を
感
じ
て
い
た
。

執
行
部
は
そ
う
感
じ
な
か
っ

た
の
か
。

答　

客
観
的
な
根
拠
が
明
確

で
な
い
と
、
疑
う
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

産
業
環
境
課
長
お
よ
び
、

副
町
長
、
町
長
は
、
当
事
件

に
関
与
は
な
か
っ
た
か
。

答　

管
理
上
の
責
任
は
あ
る
。

調
査
過
程
で
県
警
よ
り
嫌
疑

を
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、

調
査
に
協
力
し
て
き
た
。
事

件
に
は
全
く
関
与
し
て
い
な

い
。
事
情
聴
取
も
受
け
て
い

な
い
。

　

会
期
中
に
、
町
執
行
部
よ

り
『
鳩
山
町
不
正
事
件
に
係

る
再
発
防
止
対
策
基
本
方

針
』
の
制
定
、
及
び
当
該
業

者
の
指
名
停
止
措
置
24
カ
月

間
と
す
る
、
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
再
発
防
止
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
具

体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

①　

�

事
件
の
背
景
や
要
因
の

調
査
・
整
理

②　

�

入
札
規
程
の
見
直
し
と

再
発
防
止
策
の
策
定

③　

�

外
部
の
第
三
者
に
よ
る

入
札
監
視
機
関
の
設
置

を
検
討
す
る

④　

�

職
員
に
対
し
、
入
札
談

合
等
関
与
防
止
法
の
研

修
の
実
施　

他

　

全
員
協
議
会
を
開
き
、
捜

査
の
進
展
次
第
で
は
、
百
条

調
査
権
を
有
す
る
特
別
委
員

会
（
百
条
委
員
会
）
の
設
置

も
視
野
に
、
公
判
の
状
況
を

見
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
事
件
の
概
要
》

《
反
対
討
論
》

《
賛
成
討
論
》

《
一
般
質
問
》

《
町
執
行
部
の
対
応
》

《
議
会
の
対
応
》

官
製
談
合
防
止
法

違
反
事
件

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
高
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
改
定
に
関
す
る
請
願

請
願
の
要
旨

　

自
然
環
境
保
護
が
第
一
で

あ
り
、
そ
の
上
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
を
設
定
す

る
べ
き
で
あ
る
。�

（
森
）

　

請
願
の
要
旨
と
理
由
に
は

全
面
的
に
賛
同
す
る
が
、
政

府
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
比
率
を
、
２
０
３
０
年
度

に
は
50
％
、
２
０
５
０
年
度

に
は
１
０
０
％
を
目
指
す
と

明
言
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

国
に
対
し
請
願
す
る
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
60
％
達
成
せ
よ
と
の
要
求

だ
が
、
実
現
で
き
る
根
拠
が

明
確
で
な
い
た
め
、
請
願
と

し
て
は
不
適
切
だ
と
考
え
る
。

�

（
関
根
）

　

自
然
環
境
及
び
生
物
多
様

性
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
留
意
し
な
が
ら
、

化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
急
務

だ
。
ま
た
原
発
は
危
険
す
ぎ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

地
球
環
境
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
野
田
）

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
目
標
の
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
が
、
本
年
５
月

に
可
決
成
立
し
た
。
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
考
え
た
と
き
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役

割
は
大
き
な
も
の
だ
。
本
請

願
の
目
標
設
定
、
原
発
の
汚

染
処
理
水
の
表
現
は
納
得
で

き
な
い
部
分
は
あ
る
が
、
趣

旨
を
理
解
し
て
賛
成
す
る
。

�

（
中
山
）

よ
り
本
件
に
対
し
、
お
詫
び

と
法
令
順
守
、
再
発
防
止
に

努
め
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問問 答答
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